
 
 

 
 

「さがみはらみんなのシビックプライド条例（案）の骨子」に関する 
パブリックコメント手続の実施結果について 

 
１ 概要 

急速な人口減少社会を迎えるに当たり、定住人口はもとより、関係人口、交流人口を

確保することによって持続可能な地域社会の形成を図ることが必要です。 

 シビックプライドは、市民がまちへの「誇り」、「愛着」及び「共感」を持って、まち

のために自ら関わっていこうとする気持ちを意味し、本市と何らかの関わりがある方々

のこういった気持ちの向上が定住人口等の維持・増加や地域の活性化のほか、一体感の

醸成にもつながります。 

シビックプライドの向上に関する基本理念等を市民と共有するとともに、市民はもと

より市外から見ても魅力的な都市の実現を図るため、さがみはらみんなのシビックプラ

イド条例の制定を予定しております。 

この度、条例を制定するに当たり、市民の皆様からのご意見を募集しました。 

その結果、１２人の方から３３件のご意見をいただき、お寄せいただいたご意見の内

容及びご意見に対する本市の考え方を次のとおり公表します。 

なお、いただいたご意見を踏まえまして、条例（案）中の表現を一部修正するととも

に、今後の取組にも生かしてまいります。 

   
２ 意見募集の概要 
 ・募集期間  令和２年１２月１５日（火）～令和３年１月２２日（金） 
 ・募集方法  直接持参、郵送、ファクス、電子メール 
 ・周知方法  市ホームページ、広報さがみはら、窓口等への配架 
  ※ 資料の配架場所 

観光・シティプロモーション課、各行政資料コーナー、各まちづくりセンター（城

山・橋本・本庁地域・大野南まちづくりセンターを除く）、各出張所、各公民館（沢

井公民館を除く）、各図書館、市立公文書館、 
 
３ 結果 

（１）意見の提出方法 
   
 
 
 
 
 
 

意見数 １２人（３３件） 

内 

訳 

直接持参 ２人（ ７件） 
郵送 ０人（ ０件） 

ファクス ２人（ ３件） 
電子メール ８人（２３件） 



 
 

（２）意見に対する本市の考え方の区分 
   ア：条例（案）に意見を反映するもの 
   イ：意見の趣旨を踏まえて取組を推進するもの 
   ウ：今後の参考とするもの 
   エ：その他（今回の意見募集の趣旨・範囲と異なる意見など） 
 

（３）件数と本市の考え方の区分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項 目 件数 
市の考え方の区分 

ア イ ウ エ 

①  条例（案）全体に関すること ２５  １３ １２  

②  「前文」に関すること １  １   

③  「２ 目的」に関すること ２  ２   

④  「３ 定義」に関すること １  １   

⑤  
「７ さがみはらファンの役割」 
に関すること １  １   

⑥  
「８ 相模原市と関わりのある

みんなの役割」に関すること １ １    

⑦  その他 ２  １  １ 

合 計 ３３ １ １９ １２ １ 



 
 

（４） 意見の内容及びご意見に対する本市の考え方 
通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 
① 条例（案）全体に関すること 

１ 

シビックプライドの政策全体についてであ

るが、シビックプライドの市民への浸透はかな

り難航することが予想されるように思う。なぜ

なら、相模原市は大都市郊外のベッドタウンで

ある性格が強く、相模原市はただの寝床に過ぎ

ないと思う人も多くいることは想像に難くな

いからだ。そのような人たちに対してプロモー

ションをして市のことを好きになってもらう

のはとても難しいように思う。個人の趣味嗜好

や価値観が多様化している現在では尚更だ。よ

って、多種多様な取り組みを中長期的に頻繁に

行っていく必要がある。そうした超難題で、か

つ大変な取り組みが必要とも言えるシビック

プライドの向上を抜かりなく行っていく覚悟

が市にはあるのか。相模原市のかなり厳しい財

政状況下で行う政策なのであるから、それ相応

の覚悟を持って行ってもらわないと困る。中途

半端な政策実施は決して許されない。明確な目

標と確かな方法を検討した上で行ってもらい

たい。 

シビックプライドは、相模原市

に関わりのある皆様が本市の魅力

を発見し、再認識していただく取

組を継続していくことにより向上

していくものと認識しておりま

す。こうした取組を継続するため

にも条例化の意義があると考えて

おります。 
 本条例（案）の骨子「９ 指針

等」において、「市長は、シビック

プライドを高める取組を効果的か

つ計画的に推進するための指針等

を定めます。」としているとおり、

条例制定後は、目標等を定め、効

果的・効率的な事業を着実に推進

してまいりたいと考えておりま

す。 

イ 

２ 

シビックプライドの醸成はシティプロモー

ションではなく、教育の領域なのではないかと

思う。シビックプライド≒愛市心を育むのには

教育が一番それに適しているのではないか。そ

れも、大人よりも未熟な子どもに対してであ

る。大人はどうしても思考が固まりがちで、新

しいものを取り入れようとしない傾向が強い

と思うが、子どもは面白いものであればどんど

ん新しいことを取り入れようとする。ゆえに、

子どもに対して訴えかける教育分野でこの政

策を行ったほうが、効果は出るのではないだろ

うか。少なくとも、教育分野との連携は必須で

ある。 
しかし、特に市民の地域参加を増やすために

は、シビックプライドの醸成は必要であると思

う。相模原市と同様に郊外住宅地の性格を持つ

横浜市の自治会加入率の異常な高さをみると、 

本条例（案）は、子ども達を含

め、多くの皆様にご覧いただき、

親しんでいただけるよう、難しい

漢字や表現をできるだけ避け、分

かりやすく簡潔な内容及び文体と

しております。条例制定後は、教

育委員会とも連携し、本市の歴史

や成り立ち、将来のポテンシャル

をはじめ、それぞれの地域の魅力

など、シビックプライドの醸成に

つながる取組に努めるとともに、

シビックプライドの定義にござい

ます、「まちのために自ら関わって

いこうとする気持ち」を高めて、

市民主体のまちづくりが一層進む

よう取り組んでまいります。 

イ 



 
 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

 

シビックプライドの影響は認めざるを得ない。

ゆえに、シビックプライドを向上させる取り組

み自体は重要なものであり否定はしない。けれ

ども、相模原市と横浜市は全く異なる性格を持

つ自治体である。相模原市において通用する有

効な方法を熟慮して取り組むことが必要であ

ると考える。 

 

 

３ 

シビックプライド醸成のためにスポーツ、特

にホームタウンチームを応援することは、とて

もそれにつながると思います。 
 我が町のチームを応援することで帰属意識

が生まれ、スタジアムで「相模原！」を連呼し

て応援することで、市への愛着が生まれます。 

ホームタウンチームの応援もシ

ビックプライドの醸成につながる

ものと考えております。  
 条例制定により、相模原市に関

わりのある皆様それぞれの思いを

尊重し、強制することなく、シビ

ックプライドの醸成を図ってまい

りたいと考えております。 

イ 

４ 

シビックプライドは相模原市民のみが持つ

ことではなく、他市の市民からも評価されるこ

とによって感じることではないでしょうか。 
 このため、関係人口を増やす政策をできるよ

うにしてほしい。 

シビックプライドは、市民のみ

ではなく、本市と何らかの関わり

がある方々にも持っていただきた

いと考えております。 
 このため、本条例（案）の骨子

「３ 定義（３）」では、「相模原

市と関わりのあるみんな」の定義

を本市に居住している方のみでは

なく、通勤、通学する方なども含

め広く捉えており、シビックプラ

イドを高めることを目指しており

ます。 
 人口減少社会の中で、持続可能

な都市を実現するためには、関係

人口を増やしていくことは重要と

なります。 
いただきましたご意見につきま

しては、今後の参考とさせていた

だきます。 

イ 

５ 

素晴らしいシビックプライド条例ができ、大

変喜んでいます。 
 案の条文、内容について、全面的に賛成いた

します。 
シビックプライドを高めるための基本理念 

いただきましたご意見を踏ま

え、シビックプライド向上の取組

を進めてまいります。 イ 



 
 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

 

等を、市民がみんなで共有できる、市民目線で

分かりやすい、親しみを持てる条例（案）です。

素晴らしいです。 
 条例（案）作成に関わられた皆さんのご尽力、

大変すばらしいです。お疲れ様でした。そして

ありがとうございます。 
 議会での審議が滞りなく進み、４月１日に条

例が施行されることを強く希望します。 
 ４月１日には、さがみはらみんなのシビック

プライド条例の施行をみんなでお祝いしまし

ょう！ 

 

 

６ 

施行後に実施してほしいこと 
シビックプライド条例の市民への周知。 
周知するため、以下の施策を提案します。 
・区民会議、まちづくり会議、自治会連合会な

ど各地域コアメンバーへのワークショップ

の実施 
・南区で編集・発行されている「まちづくりの

トリセツ」のシビックプライド版を作成し、

市民、さがみはらファン、マスコミに配布す

る。その中で、ＪＡＸＡ、はやぶさ２の故郷

であること、湖などの自然の素晴らしさ、さ

くら祭りなど相模原の魅力を紹介する。 
・本村市長からの市民への継続的なメッセージ

（市のＨＰ、広報などで紹介） 
 市長就任以来、50回を超えるシビックプラ

イドへの本村市長の発言、素晴らしいです。

12年間で2回しか発言されていない前任者

とは、大変な違いです。本村市長の想い、熱

意を継続して市民に伝えてほしい。 

条例の周知につきましては、市

内各団体への周知、広報紙や市ホ

ームページへの掲載のほか、チラ

シの配布、ポスター掲示、ＳＮＳ

等、多様な媒体を活用して実施す

ることを考えております。 
いただきましたご意見につきま

しては、今後の参考とさせていた

だきます。 
イ 

７ 

相模原を知るための取組 
相模原市民は、残念ながら、相模原を知らな

い方が、とても多いです。相模原を知らない事

が、シビックプライドの低さとなっています。 
市民が相模原を知るための取り組みの実施を

提案します。 
○相模原を訪ねる1Day Trip 

・緑区民向け 
 JAXA、博物館、市役所など市の施設、 

シビックプライドの醸成には、

市民の皆様に市やご自身の住む地

域の魅力を知っていただくことが

重要であると考えております。 
いただきましたご意見につきま

しては、今後の参考とさせていた

だきます。 

イ 



 
 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

 

 米軍基地視察など 
 ・南区民、中央区民向け 
  藤野探訪、相模湖・津久井湖・宮ケ瀬湖探

訪、藤野やまなみ温泉、石井家・旧中村家

住宅、尾崎咢堂記念館など 
○相模原を語るコンテンツの公開 
 ＮＨＫの番組「ブラタモリ」で相模原を取り

上げてもらうために市が作成したブラタモ

リ提案書など、市が所有し、市民が興味を持

っているコンテンツを相模原市のホームペ

ージで公開する。 

 

 

８ 

次のシビックプライドランキングでの目標

明確化 
 昨年、シビックプライドランキングの総合順

位が、148位から78位に大躍進したことは、正

直な話、大変驚き、大喜びしました。大躍進、

素晴らしいです。 
次に目指す目標を明確化しませんか！目標

として、小田原市、茅ケ崎市の上、ランキング

Best30入りを提案します。 

いただきましたご意見につきま

しては、今後の参考とさせていた

だきます。 

イ 

９ 

条例の名称「教育と文化の都市 相模原」 
 私は永いサラリーマン生活を自動車販売会

社のディーラーで過ごしてきた。私が入社した

50年位前はライバル社とは全国シェア1～2％
差で競い合う状態であったが、それから僅か

10～15年の間にライバル社には大きく差をつ

けられ後発の他社にも追い上げられる状況に

なってしまった。そうなってしまった原因はい

くつか上げられるが、その理由を説明する事は

紙面の関係で割愛する。そうなった自動車販売

会社と今の相模原市の状況は全く同じに見え

ている。体だけが大きくなって身動きがとれず

満身創痍の病に襲われている様に私には感じ

られる。自動車販売会社はともかく市がそうな

った原因はいくつか考えられる。第一には「地

理的」にも「文化的」にも中心地が無い事であ

る。小田急沿線と橋本周辺に商業地域も人口も

集中して市としての「求心力」が全くない。第

二には交通の便が悪いことである。 

シビックプライドは、相模原市

と関わりのある皆様が本市の魅力

を発見し、再認識していただく取

組を継続していくことにより向上

していくものと認識しておりま

す。こうした取組を継続するため

にも条例化の意義があると考えて

おります。 
 また、条例（案）に基づく取組

を推進し、相模原市と関わりのあ

る皆様のシビックプライドが高ま

るよう、努めてまいりたいと考え

ております。 
いただきましたご意見につきま

しては、今後の参考とさせていた

だきます。 

イ 



 
 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

 

ＪＲはじめ各線は市の周辺だけを通り中心

地へのアクセスが余りに悪い。第三には「人

材・人を引き付ける」市の施策が全く見えない

ことである。リニアにすがり橋本周辺に人口増

加をめざすだけで、その先20年～30年後の市

の姿が見えてこない。少なくとも市としての政

策・施策が人々には見えてない事は間違いな

い。今から改めて商業地を目指しても町田市の

後追いでしかない然も町田に追いつく事はで

きないだろう。観光都市にしても高尾があり、

歴史的千人町があり更に絹の道の歴史を持つ

八王子市には敵わない。然しかの地になく相模

原市にある絶対的強みが一つある、それが現在

進行中の米軍跡地の活用である。 
 全国20政令指定都市の中で、市立高校の無

いのは相模原市だけである。また市立大学、市

立病院さえなく（協同病院は所詮私立病院であ

る）あの跡地をどう活かすか先日のシンポジウ

ムでも出た宇宙研のアンテナもその候補であ

るしそこに前述した他にも総合文化センター、

多目的文化施設、障碍者施設ETC様々な事が

考えられる。只これらの実現の為には膨大な予

算を必要とする、市の現状を考えれば全く夢物

語である。そこで考えられるのは長期に渡る

「市債の発行」である、その主旨を明確にして

全国的に発せられないだろうか。計画・実現の

為には10年以上の歳月を必要とすると思う

が、市のＰＲ総力を挙げて推進すべきと考え

る。場合に依っては市で教員採用を考えてもよ

いと思う。（可能である） 
予算よりも大きな問題が一つある。民主主義

の利点は多数の意見と同時に少数の意見も大

事にすることであるがこれは同時に場合に依

っては欠点でもある。長期に渡るこの政策は市

議会からも市民からも100％の賛意を得られ

るとは思えない。要は市長と市職員が縦の組織

も横の組織も連携を取り更に人事異動に関わ

らずまた次の市長も更にその次の市長もこの

政策に賛同できるかに懸かっている。 

 

 



 
 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

 

 それこそが一番の問題である。その覚悟を促

して私の結論とする。最後に付け加えれば「人

の評価」は自分では決められない「他人」が評

価することに依って決まってくる。相模原と言

えば「文化と教育の都市ね」と言われるように

なれば最高である。一考にして頂ければ幸甚で

ある。 

 

 

１０ 

市に対する誇りというものは市や市に関わ

る様々な事業や業績を長期に渡って積み重ね

た結果として形成されていくものであって、そ

れを目的化する条例自体に違和感を覚える。 

 シビックプライドは、相模原市

と関わりのある皆様が本市の魅力

を発見し、再認識していただく取

組を継続していくことにより向上

していくものと認識しておりま

す。こうした取組を継続するため

にも条例化の意義があると考えて

おります。 

ウ 

１１ 

まちに対する誇り、愛着及び共感を持ち、ま

ちのために自ら関わっていこうとする気持ち

というが、そういった地域への誇り、愛着及び

共感の醸成はスポーツや文化的な市民・市内所

在組織の活躍による効果などに拠るところも

大きい。にも関わらず「真に必要な行政サービ

スの提供すら困難となる」という名目で、その

拠点となる公共施設の廃止・縮小に舵を切りな

がら「まちのために自ら関わっていこうとする

気持ち」などを条例で求めようとする市の姿勢

に不信を覚える。ない袖は振れぬと誇りや意地

よりも利を取って公共施設の運用を切り捨て

ざるをえないほど予算が逼迫しているのなら、

コストカットの姿勢を示す意味で号令として

の条例、言わば口先で誇りを喚起することに費

やす予算と時間をまず先に切る事を求めたい。

条例がなくとも広報はできる。 

自治体の財政健全化も都市のイ

メージを決める重要な要素の一つ

と考えております。 
 人口減少社会を迎える中で、持

続可能なまちを実現するために

は、定住人口の確保や地域の活性

化及び市民の皆様にまちづくりに

参画いただくことが重要と考えて

おります。本条例（案）は、相模

原市に関わりのある皆様に誇りや

愛着、さらには、まちに自ら関わ

っていこうとする気持ちの醸成を

目的としているものです。こうし

た取組を継続するためにも条例化

の意義があると考えております。 

ウ 

１２ 

条例を市民でもわかりやすい言葉にするこ

と自体は良い傾向かなと思います。ただ、前文

の大好き等は多分に個人感覚の主観な気がし

ております。４.基本的な考え方で思想の強制

ではないという予防線があるのだとは思いま

すが、ちょっとしっくりきません。 

本条例（案）の骨子「４ 基本

的な考え方」にあるとおり、誇り、

愛着及び共感を持つことを決して

強制するものではありません。「大

好き」等の度合いは、個人の感覚

によるものですが、その度合いに

関わらず、一人ひとりの思いが尊 

イ 



 
 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

 
 重された中で本市を大好きな人が

市内外にあふれることを願って条

例を制定するものです。 
 

１３ 

仮に市としてはシビックプライドを観光・プ

ロモーションに寄せるのが一つであれば、本当

に期待する結果を明示しても良いのではない

かと思います。高まったシビックプライドの結

果、どんな効果が出ることを市は期待している

のか。 
住み続けられるまちにするとか、転出しない

まちとか、移住者が増えるのか、具体的な目的

の定義は欲しいなと思います。シビックプライ

ドが高まること自体は手段であり、目的ではな

いように感じます。 
魅力ある相模原市にして行こうという方向

性は楽しみです。 

シビックプライドの醸成は、定

住人口や関係人口の確保のほか、

協働によるまちづくりや自治会、

ボランティア活動といった地域の

活性化などの原動力となるもので

す。 
 このため、条例制定により、市

民が誇れるまちづくりを推進する

ための基本理念等を市民の皆様と

共有し、取組を進めてまいりたい

と考えております。 
 条例制定後は、目標等を定め、

効果的・効率的な事業を着実に推

進してまいりたいと考えておりま

す。 

イ 

１４ 

そもそも“シビックプライド”って何です

か？というところから。 
 住民の大半がわからない言葉を使用して意

識を高めることができるのでしょうか？ 
 私は近所のおじいさんおばあさん、おじさん

おばさんにどう説明すればよいのでしょ

う？？？ 
福島県の飯舘村が「までいの村」として地域

振興にかつて成功した一番の理由をご存じで

すか？飯舘村をエコの街、スロウライフ実践の

街として売り出そうとしていた時、「エコ？ 

スロウライフ？ なんじゃそりゃ？」と取り合

わなかった地元の住民たちを動かしたのは、地

元の人ならみんな知っている「までい」という

言葉でした。横文字は知らなくとも地元の言葉

ならそれだけで過去から未来まで全部つなが

って理解でき、率先して行動できたのです。 
この条例は、ちょっとカッコよさげな言葉を

使用して最も大切なハートの部分が欠如して

しまうという、住民目線に立たないお粗末な発

想と思えます。 

市では、これまで広報さがみは

らや市ホームページ、各種ＳＮＳ、

イベントなど、様々な機会を捉え、

「シビックプライド」という言葉

や意味を発信してきたところです

が、市民の皆様には更に周知する

必要があると考えております。 
条例制定により、どうすれば魅

力ある都市となるのか、住みよい

まちになるのか等、市民の皆様に

考えていただく契機となるよう、

心に届く取組に努めてまいりま

す。 

ウ 



 
 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

１５ 

さがみはらみんなのシビックプライド条例

の４月施行には無理があると感じています。 
１月のパブリックコメントで多くの意見が

寄せられると思いますが、相模原市はその意見

を全て理解し、市民の思いに答え、そこでさら

に骨子を揉んで市民に再度問い、4月までによ

りよい条例にしていくことができますか？ 
ここで出された意見に答える覚悟や能力が

今の相模原市職員に備わっていますか？ 
 このパブコメと同時期に行財政構造改革プ

ランの案のパブコメも募集していますが、その

内容はとても市民の声から出来たものとは思

えません。そのような案を平気で市民に提示す

る職員の意識改革がまずなされないことには、

このような条例は無駄でしかありません。 
市長はSNSを使って市の魅力や情報を発信し

ています。 
それに対して、条例で言うところの「さがみ

はらファン」や「相模原市と関わりのあるみん

な」は賛否様々な意見を届けています。 
市長自身がその意見に耳を傾けています

か？政務だから関係ない？市民にとっては公

務だろうと政務だろうと関係ありません。 
条例により、職員や市長がその意識を改めるこ

とが出来ると言うのであれば、条例などなくと

も改めることは可能でしょう。条例がないと改

められないことこそが、シビックプライドの低

さを表しているのではありませんか？ 

本条例（案）は、学識経験者や

公募市民等で構成する「シビック

プライドの推進に関する検討委員

会」や街頭で皆様にご意見を伺う

「オープンハウス」などを踏まえ、

お示ししているものです。 
 また、今回のパブリックコメン

トにより、皆様からお寄せいただ

きましたご意見も踏まえ、より良

い条例となるよう検討した結果、

大幅な修正は加えず、令和３年市

議会３月定例会議へ条例（案）を

提出する予定としております。 
 また、条例制定によりシビック

プライドを高めるための基本理念

等を市民の皆様と共有し、取組を

進めてまいりたいと考えておりま

す。 
 いただきましたご意見につきま

しては、今後の参考とさせていた

だきます。 

ウ 

１６ 

市民としてとても恥ずかしく、悲しくなる条

例案を見せられた気持ちでいます。 
 相模原市民憲章というものがありながら、こ

のような条例を作るのは、ただ条例を作ること

を目的としているとしか考えられません。 
市が市民のことを思っていれば、条例などな

くとも自然とシビックプライドは上がって行

くでしょう。条例作る暇があったら、市民と真

剣に向き合ってください。 
 
 

シビックプライドは、相模原市

に関わりのある皆様が本市の魅力

を発見し、再認識していただく取

組を継続していくことにより向上

していくものと認識しておりま

す。こうした取組を継続するため

にも条例化の意義があると考えて

おります。 
シビックプライドの推進につき

ましては、学識経験者や公募市民

等で構成する「シビックプライド 

ウ 



 
 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

 

 の推進に関する検討委員会」にお

いて検討を進めてまいりました。 
 この検討委員会において、「シビ

ックプライドの理念を共有するた

めには条例が必要である」、「条例

により指針や方向性が明確になり

分かりやすい」などのご意見をい

ただいたことから、同検討委員会

において、条例（案）についても

検討を行ったものです。 
 なお、相模原市民憲章につきま

しては、市民としての基本的な行

動規範を定めたものであり、条例

制定後も市民憲章の主旨を踏まえ

てシビックプライドの醸成を進め

てまいりたいと考えております。 

 

１７ 

条例として定めることに若干の抵抗感を感

じていましたが、さがみはらみんなのシビック

プライド条例(案)の骨子を見て安心しました。 
 より良い条例となりますようパブリックコ

メントが反映されることを願います。 
 この条例は既にシビックプライドの高い人

には、さらに相模原が好きになったり、周りへ

相模原を紹介するのに大きな後押しになるも

のと思います。  
 また、市職員の方々にも更に相模原市を好き

になってもらう為の行動に大きな後押しにな

るものと思っています。 
官民同じ方向を見て成長できるならば相模原

の未来は明るいものと信じています。 

いただきましたご意見を踏ま

え、シビックプライド向上の取組

を進めてまいります。 

イ 

１８ 

市が主導でこのような条例を制定するのは、

国が国民に愛国心を持つことを求めて法律を

制定するのと一緒で、まったくおかしいと思い

ます。このような条例を制定することが、むし 
ろシビックプライドを下げるということに是

非気付いてほしい。 
本当に恥ずかしいし、全国に恥を晒さないで

ほしい。 
中学校には全員喫食の給食がありません。ま 

本条例（案）「４ 基本的な考え

方」にも記載があるとおり、本条

例により、市に対する誇りや愛着

等を持つことを強制するものでは

ありません。 
シビックプライドは本市の魅力

を発見し、再認識していただくこ

とにより醸成されるものですの

で、これまでの取組とあわせて、 

ウ 



 
 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

 

た、環境を破壊して建設が進むリニア新幹線計

画をあくまでも推進する市政を、相模原市民と

して誇りに思うことはありません。 
 住んで良かったという気持ちは、市から求め

られたり、押しつけられるものではなく、住み

やすいまちづくりが進むなかで、自然と市民の

中から生まれてくるものであることに気づい

てほしい。 

本条例（案）に基づく取組を進め、

相模原市と関わりのある皆様に自

然とシビックプライドが醸成され

る契機となるよう本市の魅力を発

信してまいりたいと考えておりま

す。 

 

１９ 

この条例案は、パブリックコメントを経てど

のように取り扱われるのか、制定が前提のもの

なのですか？パブリックコメントの結果次第

では見直し、再検討もあるのですか？募集概要

に示されていたスケジュールによると市議会3
月定例会議に提出、4月条例施行とあるのでパ

ブリックコメントの結果が反映される余裕が

あると思えないので心配です。 

 本条例（案）は、学識経験者や

公募市民等で構成する「シビック

プライドの推進に関する検討委員

会」や街頭で皆様にご意見を伺う

「オープンハウス」などを踏まえ、

お示ししているものです。 
 また、今回のパブリックコメン

トにより皆様からお寄せいただき

ましたご意見も踏まえ、より良い

条例となるよう検討した結果、大

幅な修正は加えず、令和３年市議

会３月定例会議へ条例（案）を提

出する予定としております。 

ウ 

２０ 

「シビックプライド」というものに「条例」

は合わないと思います。条例には反対です。 
「相模原市条例等整備方針」の1条例として

整備すべき事項にも当てはまるものがあると

は思えません。条例制定後、評価も難しいもの

だと思います。評価されることも市民としては

気分がよくありません。「シビックプライド向

上」のためのなにか取り組みをしたいとして

も、条例は向かないものだと思います。 

本条例（案）は「相模原市条例

等整備方針」の「１ 条例として

整備すべき事項」のうち「（２）ア 

市政に関する基本的事項若しくは

基本理念又は市民、事業者等に対

しての責務を定めるもの」に該当

するものです。 
条例制定は、目的ではなくシビ

ックプライドを高めるための一つ

の手段であると考えており、条例

制定後は、目標等を定め、効果的・ 
効率的な事業を着実に推進してま

いりたいと考えております。 

ウ 

２１ 

 「シビックプライドの推進に関する検討委員

会」の議事録を見ると、オープンハウスの結果

を見たのは第7回の会議。せっかく集めた市民

の声が同じ市民である検討委員会の中で吟味

されているとは思えません。また、会議録によ 

 検討委員会におきましては、条

例制定の必要性から議論をしてお

り、その結果、「シビックプライド

の基本理念を共有するためには条

例が必要である」、「条例により指 

ウ 



 
 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

 

ると「条例で市を好きになるというのは逆に心

が離れる」という意見もあったこと、そもそも

が「条例に関する意見が少ない」「難しい」と

条例に対しての関心、知識がない、「シビック

プライド」という言葉自体「ほとんどの方は知

らなかった」とあります。これらの声をもとに

検討委員会の話し合いがなされてきたのでは

ないことに驚きました。第５回の会議録に「市

長が非常に意欲的であると感じた」とあります

が、「条例制定ありき」の会議だったのでしょ

うか？「条例にすることなのかな？」という疑

問は初めから受け付けられないものだったよ

うに思えて、違和感があります。 

針や方向性が明確になり分かりや

すい」などのご意見をいただいた

ことから、同検討委員会において、

条例（案）について検討を行った

ものです。 
 シビックプライドに関する条例

について、街頭で皆様にご意見を

お伺いしたオープンハウスにおい

ては、多くの方が「シビックプラ

イド」という言葉をご存じありま

せんでしたが、こうした取組によ

り、言葉やその意味を考えていた

だける機会にもなったものと捉え

ており、引き続きシビックプライ

ドの認知度向上に努めてまいりま

す。 

 

２２ 

「さがみはら」と、ひらがな表記であること

に違和感を感じます。わかりやすさ、親しみや

すさを狙っているのかなと推測はしますが、シ

ビックプライドを謳っているものなので「相模

原市」という文字がある方が良いと思います。

よく言われることですが、「相撲」と間違えら

れることが「相模」のある意味一つのセールス

ポイント？でもあるように思われるので。あ

と、ひらがなが多いことで読みにくさも感じま

す。 

本条例（案）は、子ども達を含

め、多くの皆様にご覧いただき、

親しんでいただけるよう、難しい

漢字や表現をできるだけ避け、分

かりやすく簡潔な内容及び文体と

しております。 
イ 

２３ 

検討委員会での資料には（後文）があります

が、骨子にはないのはなぜですか？ 
検討委員会の検討段階での条例

（案）では、相模原市と関わりの

ある皆様へのメッセージとして

「後文」が提案されておりました

が、条例は必要最小限の事項につ 
いて規定すべきであるとの考えか 
ら、検討委員会の同意を得て後文

を削除いたしました。 

ウ 

２４ 

条例の目的が「シビックプライドを高めるこ

と」、定義（２）に「さがみはらファン：相模

原市を好きな人のことです」とありますが、７

さがみはらファンの役割には「自らが思う相模 
原市の魅力発信に努めます」とあります。これ 

 シビックプライドを醸成するた

めには、本市の魅力を広く発信す

ることも重要であるため、既に本

市の魅力を知り本市を好きになっ

てくださっている「さがみはらフ 

ウ 



 
 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

 

ではシティセールスに感じます。市の魅力発信

ではなく、市の活動に参加する、取り組む、相

模原市の魅力を発掘する、共有する、そういっ

たものかと思っていたので、違和感を感じま

す。「シビックプライド」が迷走しているよう

に思えます。 
条例ではなくキャンペーンかなにかにする

か、さくらまつりなど毎年ある大きな市のイベ

ントで取り組むことにするなどの方法もある

ように思います。 

ァン」には、それぞれが思う本市

の魅力を発信していただき、これ

により市政への参加やさらなる魅

力の発掘につながっていくことを

期待しております。 
 本条例（案）に定めているとお

り、シビックプライドに関する相

模原市と関わりのある皆様の取組

は、強制するものではありません

ので、本市の魅力を感じていただ

き、それぞれの思いで自由に本市

に対するシビックプライドを高め

ていただきたいと思います。 

 

２５ 

一言でいうと、シビックプライドを条例にし

てほしくないです。強制ではないとはいえ、条

例はルールだと思います。愛着とか共感とかい

う思いを、そこに当てはめようという市長の考

えが残念です。（他自治体でもやっているとか

いうことは聞いていますが、だからいいとは思

いません。） 

ご意見にございますとおり、本

市への誇りや愛着を持つことは決

して強制するものではありませ

ん。一方、シビックプライドは、

人口減少社会を迎える中で定住人

口の確保や地域の活性化につなが

るものであり、条例制定により、

市民が誇れるまちづくりを推進す

るための方策を、相模原市と関わ

りのある皆様それぞれが考える機

会としていただきたいと考えてお

ります。 

ウ 

② 「前文」に関すること 

２６ 

前文には、「さがみはらファン」、「シビック

プライド」の文字が埋め込まれています。この

埋め込みには、条例の持つ意味、思いが強く籠

められています。ぜひ、埋め込まれていること

を表現していただきたいです。 

 本条例制定後は、本条例の目的

やシビックプライドの重要性等を

広く周知するとともに、シビック

プライド向上に向けた取組を進め

てまいります。 

イ 

③ 「２ 目的」に関すること 

２７ 

手段が目的化している印象を受ける。「シビ

ックプライドを高めることを目的とします」の

先に相模原市は一体どのような将来像を描い

ているのだろうか。例えば、「50年後も70万都

市を維持することを目的とする」とか、「市民

の意識調査で相模原市に愛着を抱いていると

回答する人を10年後までに30%増加させる」と 

本条例（案）の骨子「９ 指針

等」において、「市長は、シビック

プライドを高める取組を効果的か

つ計画的に推進するための指針等

を定めます。」としており、条例制

定後は、目標等を定め、効果的・

効率的な事業を着実に推進してま 

イ 



 
 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

 
か、「自治会加入率を10年後までに5%増やす」

などの明確な目的・目標が必要だと思う。 
いりたいと考えております。 

 

２８ 
シビックプライドが高まった後の相模原市

としての目的（成果）の記載があった方が良い

と思います。 
イ 

④ 「３ 定義」に関すること 

２９ 

シビックプライドの定義に「市に対する誇

り、愛着および共感を持ち」とありますが、「共

感」の言葉は不要と感じます。「共感」とは、

他人の意見や感情などにそのとおりだと感じ

ること」であるので、「まちのために自ら関わ

って行こうとする気持ち（まちをよくしようと

行動すること）」とは正反対の言葉です。自分

がやったことでまちがよくなることで「共感」

を感じることが出来るのではないですか？こ

の定義では、まちがやっていることに「共感」

することでシビックプライドが高まると言う

ような逆の意味に読み取れる気がします。 

本条例（案）の骨子「３ 定義」

にある「共感」につきましては、

相模原市の魅力とともに、行政や

民間、個人や団体の活動を含め、

様々な事柄に対するそれぞれの共

感がシビックプライドにつながる

との考えから規定しているもので

す。 

イ 

⑤ 「７ さがみはらファンの役割」に関すること 

３０ 

 ホームタウンチームサポーターは、既にさが

みはらファンとして、ＳＮＳなどで相模原市の

魅力を発信しています。 

本条例（案）の骨子「７ さが

みはらファンの役割」では、それ

ぞれの人が思う本市の魅力を自由

に発信していただくことを規定し

ております。 
引き続き、さがみはらファンと

して、本市の魅力を発信してくだ

さいますようお願いいたします。 

イ 

⑥ 「８ 相模原市と関わりのあるみんなの役割」に関すること 

３１ 

「相模原市への関心及び理解を持つことに

努める」とありますが、「理解」の文言は不要

と感じます。 
相模原市は現在、私には理解できないことを

たくさんしています。だから質問し提案を続け

ています。それでも理解できないことはまだた

くさんあります。こんな私は「役割」を果たせ

ていないのでしょうか？条例に反しているこ

とになるのでしょうか？ 

「８ 相模原市と関わりのある

みんなの役割」にある「理解」と

は、市の政策などに対して理解（同

意）するというものではなく、 
市の魅力や特色、文化、歴史な

どを積極的に知っていただきたい

という意図があります。誤解を招

く表現であるため修正いたしま

す。 

ア 

⑦ その他 

３２ 相模原市が政令市になっても、旧相模原市の 本市には、相模湖や津久井湖な イ 
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観光協会と津久井地域の観光協会が一体とな

っていないので、連携した事業が難しいという

ことです。このため、条例で観光協会を統一し

てほしい。 

どの豊かな自然や、「相模の大凧」

をはじめとした伝統行事など、魅

力的な観光資源が豊富にありま

す。こうした観光資源を市内外に

ＰＲすることは、シビックプライ

ドの醸成にもつながることから、

観光協会と連携して取り組んでい

くことが重要であると考えてお

り、いただきましたご意見につき

ましては、今後の参考とさせてい

ただきます。 

 

３３ 

私は「次世代に引き継ぐ淵野辺駅南口周辺の

まちづくり市民検討会」の公募委員ですが、こ

の一年間新型コロナの影響という理由で会議

が行われませんでした。難しい中でも何かしら

の方法があるはずだと問い合わせたりしまし

たがずっと休止したままでした。そんな中で、

シビックプライド検討委員会が市長との意見

交換会も含め８回行われていたなら、なにか方

法はあったのではないかととても残念です。シ

ビックプライド、というからにはそういう市民

の気持ちも理解してもらいたいです。 

新型コロナウイルス感染症が収

束しない中、本市における各種審

議会等の開催につきましては、感

染症の拡大状況や会議体の規模、

開催の必要性などを考慮し、中止

や延期、書面開催など、慎重に判

断をしております。 
エ 

 


